






要約:3 兄弟でのべ 4 回の川崎病を発症し、また巨大冠動脈瘤を併発した第 3 子が血清中

TNF-α、IL-6、ICAN-1 値の著名な高値を呈した 1家系について報告した。本症例からも川

崎病では冠動脈病変の発展にサイトカインおよび細胞間接着因子の重要性が示唆された。 


